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（論文審査の要旨） 学士（工学）、修士（工学） 矢本昌平君提出の博士学位請求論文は「Numerical 
Simulation of Impurity Transport in Tokamak Edge Plasmas（トカマク周辺プラズマにおける不純物



























第 4章では、第 3章と同様に JT-60Uを対象として磁力線に垂直方向の不純物輸送について議論して
いる。磁力線に垂直方向の熱力および摩擦力を運動論的に扱うことが可能な周辺プラズマ不純物輸送コ
ードは IMPGYRO 以外に世界的にも他に例をみない。その結果、周辺プラズマにおいてもいわゆる新古典
輸送効果により、磁力線を横切る大きな不純物流束が発生することを初めて明らかにしている。 
第 5章では、ITER実体系に IMPGYROを適用し、不純物輸送予測シミュレーションを行っている。ITER
の典型的な運転モードの一つである部分デタッチモードでは、プラズマ対抗壁で発生したＷ不純物粒子
は、主として摩擦力とラーマ旋回の効果により対抗壁前面の領域に局在化し、上流側に輸送されにくい
ことを明らかにするなど、ITERの運転指針に関して多くの新しい知見を得ている。 
第 6章は結論であり、本研究で得られた成果と今後の展望をまとめている。 
以上、要するに本論文は、高温・高密度トカマクプラズマの生成・維持、ひいては将来の制御熱核融
合の達成に重要となる周辺プラズマ不純物輸送予測シミュレーションの基礎を確立したものであり、工
学上寄与することが少なくない。よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるもの
と認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
